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　「
新
冠
会
所
と
墓
石
に
つ
い
て
」（
要
約
文
）

　

新
冠
駅
か
ら
判
官
館
の
ト
ン
ネ
ル
を
す
ぎ
、
歩
い

て
５
分
く
ら
い
の
線
路
沿
い
に
、
３
基
の
お
墓
が
小

屋
に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
お
墓

に
は
戒
名
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
後
半
の
古

い
お
墓
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、
判
官
館
の
裏
は
松
前
藩
が
設
置
し

た
「
会
所
」
と
い
う
場
所
で
し
た
。
こ
こ
は
、「
商

場
（
あ
き
な
い
ば
）」
と
称
さ
れ
、
松
前
藩
の
家
臣

が
交
易
を
行
っ
て
い
た
所
で
す
。
そ
の
後
、
交
易

の
直
営
は
商
人
に
任
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ

の
場
所
を
請
負
っ
て
経
営
し
て
い
ま
し
た
。
会
所

と
い
う
建
物
を
中
心
と
し
て
、
旅
人
を
宿
泊
さ
せ

る
「
旅
宿
」、
大
切
な
も
の
を
保
管
す
る
「
蔵
」、

漁
労
で
得
ら
れ
た
魚
を
保
存
す
る
「
魚
小
屋
」、
交

通
の
た
め
に
使
う
馬
を
飼
育
す
る
た
め
の
「
厩

（
舎
）」
な
ど
の
建
物
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

海
が
す
ぐ
近
く
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
コ
ン
ブ
や

ナ
マ
コ
、
タ
ラ
が
獲
れ
、
ア
イ
ヌ
の
人
が
作
っ
た

衣
服
や
ク
マ
の
毛
皮
な
ど
も
取
扱
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
野
菜
畑
ま
で
あ
り
、
大
根
、
ネ
ギ
、
イ
ン
ゲ

ン
豆
、
シ
イ
タ
ケ
な
ど
が
作
ら
れ
、
多
く
の
産
物

を
介
す
る
交
易
の
場
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
に
な
る
と
、
商
人
の
請
負
制
は
廃
止

と
な
り
、
新
冠
会
所
の
名
称
は
、「
本
陣
」、「
旅
籠

屋
」、「
駅
逓
所
」
と
次
々
に
改
称
さ
れ
、
業
務
内

容
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
明
治
15

年
、
駅
逓
所
も
廃
止
と
な
り
、
会
所
時
代
か
ら
約

１
５
０
年
以
上
も
栄
え
た
場
所
が
終
わ
り
を
告
げ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

さ
て
冒
頭
で
紹
介
し
た
古
い
墓
石
。
こ
れ
に
は
、

「
大
崎
千
蔵
―
天
保
十
三
壬
寅
五
月
」、「
性
善
院
浄

心
湛
応
居
士
―
石
坂
氏
―
安
正
五
戊
午
五
月
」
と

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
何
の
お
墓
か
と
い

う
と
、
様
似
町
に
あ
る
等
樹
院
と
い
う
お
寺
の
霊

簿
を
紐
解
く
と
、
新
冠
会
所
で
勤
め
て
い
た
武
士

の
お
墓
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
階
級
は

「
足
軽
」
と
い
う
こ
と
も
判
明
し
て
い
ま
す
。

　

約
１
５
０
年
以
上
も
の
間
、
風
雪
に
耐
え
て
き

た
墓
石
。
か
つ
て
栄
え
た
会
所
の
無
い
砂
浜
を
、

ど
の
よ
う
に
見
つ
め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
古

老
た
ち
は
今
で
も
「
会
所
前
」
と
い
う
言
葉
を
口

に
し
て
い
ま
す
が
、
今
で
は
す
で
に
失
わ
れ
つ
つ

あ
る
言
葉
の
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
新

冠
の
歴
史
を
語
る
時
、
会
所
と
と
も
に
先
人
の
残

し
た
墓
石
の
こ
と
を
永
く
語
り
伝
え
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

３月 21 日～４月 20 日までの届出分（敬称略）
●いつまでもお幸せに
小笠原　啓太 ♡ 永井　聡子 東　町

●お誕生おめでとうございます

中 川 桃
と う ま

真 （ 泰貴 由茉 ) 東　町

●おくやみ申し上げます
中　地　セ　ツ 　８９歳 大狩部

駒　澤　明　憲 　４９歳 明　和

加　藤　あ　や 　９１歳 北星町

☆広報に掲載してほしくない方は届出
のとき、町民生活課住民係へお申し出
ください。
　なお、新冠町役場以外に届出を出さ
れた場合、お名前が掲載されないとき
がありますので、ご連絡いただければ
直近発行の広報に掲載いたします。

●お問い合わせ先
町民生活課町民生活グループ住民係
　　　　　　　  ☎ 0146・47・2112

広
報
に
い
か
っ
ぷ

平
成
30
年
５
月
号
（
通
巻
622
号
）

人の

うごき

人　口 5,604 人 （前月比 ＋ 29 人）

　男 2,743 人 （前月比 ＋ 16 人）

　女 2,861 人 （前月比 ＋ 13 人）

世 帯 2,764 世帯 （前月比 ＋ 16 世帯）
（平成 30 年４月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

救急件数

 25件 （ 26件）

104件 （ 87件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

０人（３人）

３人（３人）

死　者

０人（０人）

０人（０人）

火災件数

０件（０件）

０件（３件）

発生件数

０件（２件）

２件（２件）

区　分

４月

30年１～４月

区　分

４月

30年１～４月

パパ　　　　ママ

戸  籍  の  窓～海や山　約束守ろう　水遊び～
												１．絶対に子供から目を離さない。

												２．水深が浅いから大丈夫とは考えない。
												３．天候を考えて、早めに切り上げよう。

「安全で楽しい水遊びをして、夏の思い出を作りましょう。」
消防署新冠支署

新冠会所跡近くにある墓石


